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【発表のポイント】 
 福島国際研究教育機構による「ネガティブエミッションのコア技術の研

究開発・実証」委託事業に採択されました。

 本事業では牛の第一胃に共生する微生物を利用し、海藻を原料としたメ

タン発酵の高効率化、その副生物を海藻育苗に利用するための技術開発

を行い、これらの技術を用いたエネルギー生産・資源循環利用による

CO2削減効果を調査します。

 ブルーカーボン生態系の創出、海業（注３）との連携による新ビジネス創出

等での活用を目指します。

【概要】 
福島国際研究教育機構（略称：F-REI（エフレイ））が公募した令和 5 年度

「ネガティブエミッションのコア技術の研究開発・実証」委託事業に、東北大

学を代表機関とするコンソーシアム「浜通りブルーカーボンによるネガティブ

エミッションシステムの構築のためのコンソーシアム」（代表機関：東北大学、

共同研究機関：鹿島建設株式会社、再委託機関：日本エヌ・ユー・エス株式会

社）が採択され、2024 年 3 月 29 日付で委託契約を締結しました。

本プロジェクトは東北大学大学院農学研究科の多田千佳准教授らによって実

施されます。本事業では、沿岸海域における CO2 吸収・固定を可能にすること

を目指します。海藻によるブルーカーボン（注１）に関するコア技術として、東北

大学は、海藻を原料としたメタン発酵（注２）を牛の第一胃に共生する微生物を活

用して高効率化する技術の開発、鹿島建設は、そのプロセスから副生される栄

養塩などを海藻育苗等に活用する技術の開発に取り組みます。 
今後、ブルーカーボン生態系の創出、海業（注３）との連携による新ビジネス創

出等での活用を目指します。本事業は令和 11 年度まで行われる予定です。

牛の胃に共生する微生物と海藻の利用で 
ブルーカーボン生態系の創出へ 

福島国際研究教育機構の委託事業に採択 



 

 

【詳細な説明】 
研究の背景 
ブルーカーボン（マングローブ林、塩性湿地、藻場などの沿岸生態系に取り

込まれた有機炭素）は、ネガティブエミッション技術の一つとして注目されて

います。今後、同技術の活用を推進するためには、海藻を大量生産し、より広

域での海藻養殖を可能にする育苗システムが必要となります。また、バイオマ

スエネルギーの活用やバイオガスの生産過程で発生する副産物の循環利用によ

る省エネ・CO2削減型の育苗システムの開発が望まれています。 
 

今回の取り組み 
 本研究では、ブルーカーボンによるネガティブエミッションの実現に向けた

コア技術として、海藻を原料とするメタン発酵を牛の第一胃に共生する微生物

を活用して高効率化する技術開発と、そのメタン発酵プロセスから副生される

栄養塩などを海藻育苗に利用するための技術開発を行い、これらの技術を用い

たエネルギー生産・資源循環利用による CO2削減効果を調査研究します。 
 
今後の展開 
ブルーカーボンを用いたネガティブエミッションの実現に向けたコア技術を

確立します。その上で、物質循環・カーボンネガティブ型の海藻育苗システム

の産業化による沿岸地域でのブルーカーボン生態系の創出、ならびに海業との

連携による新ビジネスの創出等での活用を目指します。 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1.  海藻からのエネルギー生産とその副産物を利用した海藻育苗、ブルーカ

ーボンを含む全体システムからのエネルギー収支や CO2 削減の可能性調査 



 
【用語説明】 
注1. ブルーカーボン：2009 年 10 月に国連環境計画（UNEP）の報告書にお

いて、藻場・浅場等の海洋生態系に取り込まれた（captured）炭素が

「ブルーカーボン」と命名され、吸収源対策の新しい選択肢として提示。

ブルーカーボンを隔離・貯留する海洋生態系として、海草藻場、海藻藻場、

湿地・干潟、マングローブ林が挙げられ、これらは「ブルーカーボン生態

系」と呼ばれる。（国土交通省資料より引用） 
注2. メタン発酵：様々な有機物を嫌気性微生物群によって嫌気的に分解、

発酵させてエネルギーガスであるメタンを得る技術。発酵できる原料の幅

が広く、副産物を肥料などに再利用できる利点があり、地域それぞれで発

生する有機資源を循環利用できる。 
注3. 海業：海や漁村の地域資源の価値や魅力を活用する事業であって、国

内外からの多様なニーズに応えることにより、地域のにぎわいや所得と雇

用を生み出すことが期待されるものをいう。（水産庁資料より引用） 
 
 
【研究プロジェクト実施企業の HP】 
鹿島建設株式会社 https://www.kajima.co.jp 
日本エヌ・ユー・エス株式会社 https://www.janus.co.jp 
 

【問い合わせ先】 
（研究に関すること） 
東北大学大学院農学研究科 動物環境管理学分野 
准教授 多田 千佳（ただ ちか） 
TEL:0229-84-7395 
Email: chika.tada.e1@tohoku.ac.jp 
 
（報道に関すること） 
東北大学大学院農学研究科  
附属複合生態フィールド教育研究センター総務係

TEL：022-984-7312 
Email: far-syom@grp.tohoku.ac.jp  
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